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Dear readers, 
 

日本でもオクラホマでも秋になりましたね。１年の中でもこの季節は、快適な気候で森や川にも美しい自然があふ

れ、とても気持ちよく過ごせます。また、アウトドアスポーツにも最適です。今年の Northeastern State University 

(NSU)のサッカーチームは女子も男子も両方強いので、サッカーは特に楽しみです。男子サッカーチームは、全米

ランキングで１４位であり、チャンピオンシップトーナメントにも出場する予定です。また、私自身はサッカーのユース

チーム（１６歳以下）のコーチもしていて、日本人学生数人が私の補助をしてくれています。  

  

 

先月、横浜で開催された日本国際屈折協会（IRSJ）のセミナーに参加するために日本に１週間滞在しました。日

本に来るときはいつでも幸せな気分になれます。古くからの友人に会い、新たな友人も出来、美味しい日本食を楽

しみ、地方のサッカーリーグの試合を見に行ったりもしました。 

今月のニュースレターは IRSJで私が行った講演の内容を簡単に紹介したいと思います。 

皆さんにとってすばらしい秋でありますように。 

 

Thomas O. Salmon, OD, PhD, FAAO 

Professor, Northeastern State University 

 

VIA AIR MAIL 
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横浜で開催された北里大学主催の日本国際屈折協会（IRSJ）セミナーの今年のテーマは「屈折矯正とオキュラーサー

フェス(眼表面)」でした。北里大学眼科教授であり、この学会の会長でもある清水公也先生が開会の辞を述べられ、3人

の講演者を紹介しました。 

 

最初の演者は京都府立医科大学准教授の横井則彦先生です。横井先生は「涙液動態と視機能異常」という講演をさ

れ、その中で、涙液あるいは涙液層が正常であれば良好な視機能が保たれるが、涙道疾患やドライアイなどの異常があ

れば視機能異常が生じること、また、その検査や解析方法などについてお話されました。横井先生はドライアイや涙液の

第一人者ですので、最先端の涙液研究の話をわかりやすく解説してくださいました。 

 

2人目の演者は大阪大学大学院視覚情報制御学寄附講座教授の前田直之先生です。前田先生は「オキュラーサー

フェスの眼光学」という講演で、眼表面の光学的特性を評価するために角膜形状解析や波面収差測定を行うことと、そ

の臨床的な意義についてお話されました。前田先生は、角膜形状や波面収差の研究でも世界的に有名な先生ですので、

最先端の研究についてお聞きすることができました。私が行っている波面センサーを用いたコンタクトレンズ表面の乾燥に

関する研究は前田先生のグループの研究論文を参考にしたものです。 

 

そして、3人目の演者が私でした。私の講演のテーマは「波面収差測定と涙液層 -新しい評価方法- 」です。私の講演

の内容を簡単に説明したいと思います。 

 

 

左から、魚里博先生、 横井則彦先生、 私(Dr. Salmon)、 前田直之先生 

 

 

 

 

 

 

 

International Refractive Society of Japan meeting --Part1-- 
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はじめに 

ドライアイはよくある眼の疾患です。今までに様々な研究報告があり、それらによると人口の 15～30％がドライアイとのこ

とです。ドライアイは多くの人の QOL（Quality of Life:生活の質）に悪影響を与える深刻な健康上の問題でもあります。ド

ライアイは一般に以下の人に多く見られます。 

・ 女性 

・ 中高年 

・ コンタクトレンズ使用者 

・ 屈折矯正手術を受けた人 

・ コンピュータ使用者 

・ 特定の薬物摂取 

 

ドライアイを診断したり評価したりする方法は今までに多く開発されてきました。 

・ シルマーテスト 

・ 涙液層破壊時間（BUT） 

・ 角膜染色 

・ 眼瞼、角膜、結膜、涙液層などの細隙灯顕微鏡検査 

 
 

患者自身の自覚症状も重要です。ドライアイを診断するために OSDI（下図）などの質問表も多く開発されています。 
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OSDI質問表 

ドライアイを診断する上でジレンマもあります。それぞれの臨床検査結果が相反することもありますし、他覚所見と自覚症

状が相反することもあります。より良いドライアイの検査方法が求められています。以下の新しい検査方法はより良い診断

方法になるのではないかと考えられています。 

・ 角膜トポグラフィ 

・ 涙液の浸透圧の測定 

・ 波面収差測定 

・ 前眼部 OCT 

 

このプレゼンテーションでは波面収差測定をドライアイ診断に使う方法について述べます。 

 

波面収差測定の基礎 

1. 収差とは 

屈折矯正手術が登場して以来、波面収差測定は眼科の臨床において重要な意味を持つようになりました。しかし、波

面収差にそれほど詳しくない眼科医や眼科スタッフもまだいらっしゃいます。ですので、最初の質問は、 

 

質問: 収差とは何？ 

答え: 収差とは、屈折異常のことである。 

 

屈折異常とは、わかりやすいところでは、近視や遠視などの球面度数や乱視などがそうです。近視、遠視、乱視などの

屈折異常は収差の中でも低次収差といいます。低次収差以外の屈折異常もあり、高次収差と言います。高次収差には

多くの種類があります。 

・ コマ収差 

・ 球面収差 

・ トレフォイル 

・ その他、多数 

 

波面収差測定のときに瞳孔径が大きく影響しますので、瞳孔径を測定し、記録す

ることが重要になります。 

 

2. 波面センサーは何を測るのか？ 

収差とは屈折異常のことですので、波面センサーは屈折異常を測定する機器です。

このように書くと、オートレフラクトメータと同じもののようにも聞こえます。 

 

質問: 波面センサーとオートレフラクトメータは何が違うのか？ 

答え: オートレフラクトメータは低次収差のみを測定。波面センサーは低次収差に加え高次収差も測定。 

 

波面センサーはオートレフラクトメータに似ていますが、より詳しく収差を測定できるということです。波面センサーの測定

結果は波面収差マップとして表されます。角膜トポグラフィのマップと似ていますので間違わないようにしないといけません。

波面センサーと角膜トポグラフィは下の図に書いてある点で異なります。 
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波面センサーは眼全体の光学系を測定しますが、角膜トポグラフィは角膜前面の形状のみを測定するものです。波面

センサーは高解像度のオートレフラクトメータのようなもので、角膜トポグラフィは高解像度のケラトメータのようなものとい

えます。 

 

質問: 具体的に波面センサーは眼のどの部分を測定しているのでしょうか？ 

答え: 波面センサーは眼光学系を通過した光学的な波面の形状を測定します。 

 

 
 

もし、収差の全く無い眼があったとしたら、その眼底から反射された波面は完全な平面になります。左上の図に示した垂

直の赤い線のようになります。屈折異常があれば、どんな屈折異常であっても波面の形状を歪ませます。波面の形状を

解析することによって、全ての屈折異常、つまり眼にある全ての収差の状態を知ることが出来るのです。右上の図は単純

な近視の状態を示しています。近視では波面は平面ではなく、湾曲したものになっています。このような波面の歪みを解

析することで屈折異常を調べるのです。 
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多くの波面センサーは、眼の収差全てを表示する全収差マップ（左上）と高次収差のみを表示する高次収差マップ（右

上）の 2種類のマップを表示します。ここで示した全収差マップでは、球面度数のずれと乱視があることがわかります。マッ

プのパターンは丸く若干楕円形をしています。右の高次収差マップは高次収差のみを表しているのですが、複雑で不規

則なパターンになっています。波面センサーは、眼光学系を通過した光の波面を測定し、それを波面収差マップにして表

示するのです。また MTF（Modulation Transfer Function, 空間周波数特性）など他の評価方法の結果を表示したりする

ことも出来ますし、網膜像のシミュレート画像を作ることも出来ます。例を下に示します。 左の図は正視の網膜像シミュレ

ートで、 右の図は少し乱視のある眼のシミュレート画像です。ちなみにこの写真は私が働いている NSU College of 

Optometry です。 

 

 
 

 

 

今月のニュースレターはここまでにします。私の講演の後半部分は来月のニュースレターで紹介します。 

 
 

（翻訳： 小淵輝明） 

 

 


